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減
債
基
金
は
、
市
債
の
償
還
の
た
め
の

基
金
で
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金
は
、
介

護
保
険
料
を
改
定
す
る
と
き
に
高
く
な
り

過
ぎ
な
い
よ
う
調
整
す
る
た
め
に
使
う
基

金
で
す
。

市
が
保
有
す
る
財
産
の
内
訳
は
、
【
表

７
】
の
と
お
り
で
す
。

市
の
貯
金
は
、
基
金
と
い
う
形
で
保
有

し
て
い
ま
す
（
【
表
６
】
参
照
）
。

こ
の
う
ち
、
特
定
目
的
基
金
と
は
、
特

定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て
し
て
い
る

基
金
で
、
そ
の
目
的
以
外
に
使
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

財
政
調
整
基
金
は
、
各
年
度
の
財
源
調

整
や
災
害
な
ど
の
緊
急
を
要
す
る
財
政
需

要
に
対
応
す
る
た
め
の
基
金
で
す
。

基基
金
（
貯
金

基
金
（
貯
金
））

ここ
れ
か
ら

こ
れ
か
ら
のの

財
政
運

財
政
運
営営

市
は
、
こ
れ
ま
で
も
民
間
委
託
や
組
織

機
構
の
見
直
し
、
職
員
数
の
削
減
な
ど
行

政
改
革
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

職
員
給
与
の
独
自
削
減
な
ど
歳
出
の
縮
減

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る
臨

時
財
政
対
策
債
を
含
め
た
実
質
的
な
地
方

交
付
税
の
削
減
に
よ
る
歳
入
の
落
ち
込
み

や
、
立
ち
遅
れ
て
い
た
生
活
環
境
基
盤
の

整
備
、
施
設
の
老
朽
化
の
対
応
に
充
て
た

市
債
の
償
還
に
係
る
公
債
費
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、
財
政
状
況
は
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
市
は
昨
年
８
月
に
平

成

年
度
か
ら
平
成

年
度
ま
で
の
『
中

１９

２２

期
財
政
見
通
し
』
を
作
成
・
公
表
し
ま
し

た
（
広
報
の
ぼ
り
べ
つ
２
０
０
７
年

月
１０

号
特
集
に
掲
載
）
。
こ
の
間
の
収
支
見
通

し
で
は
、
さ
ら
な
る
財
政
健
全
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
わ
な
い
場
合
に
は
、
景

気
低
迷
や
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る

市
税
収
入
の
減
少
、
ま
た
、
公
債
費
が
ピ

ー
ク
を
迎
え
、
高
止
ま
り
の
状
況
が
続
く

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
約

億
２
千
万
円
も

２８

の
累
積
収
支
不
足
額
が
生
じ
る
と
試
算
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
、
市
は
、
平
成

年
度
ま
で
の
間

２２

を
『
財
政
健
全
化
期
間
』
と
定
め
、
こ
の

累
積
収
支
不
足
額
の
解
消
に
向
け
た
『
財

政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
』
を
確
実

に
実
行
し
て
い
く
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

『
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
』

に
は
、
市
職
員
の
削
減
や
給
与
独
自
削
減

の
継
続
、
事
務
費
削
減
な
ど
行
政
経
費
の

削
減
の
ほ
か
、
建
設
事
業
を
含
む
事
務
事

業
の
見
直
し
や
市
税
徴
収
率
の
向
上
、
遊

休
不
動
産
の
売
却
に
よ
る
歳
入
確
保
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

市
は
、
で
き
る
だ
け
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
と
な
ら
な
い
よ
う
、
創
意
と
工
夫
に

よ
る
歳
入
の
確
保
と
歳
出
の
縮
減
に
向
け

て
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
が
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
理
解
と
協
力
が
な
け
れ
ば

実
現
で
き
な
い
取
り
組
み
も
あ
り
ま
す
。

確
か
な
ま
ち
の
財
政
の
も
と
で
、
個
性

豊
か
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
政
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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【表６】基金の状況
平成１９年度末
残 高

平成１９年度中
積 立 額

平成１９年度中
処 分 額

平成１８年度末
残 高区 分

７億 ５３万円３５７万円１億７，０００万円８億６，６９６万円財 政 調 整 基 金
２億 ５４８万円１８２万円１億２，４７５万円３億２，８４２万円減 債 基 金
１３億２，８３６万円１億９，９３３万円２億３，２２６万円１３億６，１３０万円特 定 目 的 基 金
８億 ５５９万円１億６，４２０万円２億円８億４，１３９万円退 職 手 当 基 金

３，７８３万円２１万円０円３，７６２万円観 光 開 発 基 金
９８５万円１０５万円２９５万円１，１７５万円墓 地 管 理 基 金

２，７００万円１６万円１８９万円２，８７４万円いきいき人とまち基金
６，１８８万円６７９万円５００万円６，００９万円生涯学習振興基金
１，５６３万円５９万円０円１，５０５万円社会福祉事業基金

１億３，３３７万円０円２，０００万円１億５，３３７万円お も い や り 基 金
１億 １３５万円２，５４２万円０円７，５９３万円一般廃棄物処理施設整備基金
１億３，５８５万円９２万円０円１億３，４９３万円新図書館建設基金

０円０円２４２万円２４２万円特定農山村地域活動支援基金
２２億３，４３７万円２億 ４７１万円５億２，７０２万円２５億５，６６８万円小 計
５億２，３０７万円１億７，６３９万円０円３億４，６６８万円介護給付費準備基金
１億９，８４２万円７０万円０円１億９，７７２万円運 用 基 金
１億９，８４２万円７０万円０円１億９，７７２万円土地開発基金（現金）
２９億５，５８６万円３億８，１７９万円５億２，７０２万円３１億 １０８万円合 計
５億９，２２０万円５４９万円０円５億８，６７２万円北海道市町村備荒資金組合納付金
３５億４，８０６万円３億８，７２８万円５億２，７０２万円３６億８，７８０万円総 合 計

１０万９，３３０平方㍍０平方㍍０平方㍍１０万９，３３０平方㍍土地開発基金（土地）
※各項目で表示単位未満を四捨五入しているため、積み上げ額が一致しない
個所があります。

【表７】市有財産の内訳（平成１９年度末現在）
面積・金額区 分

６３８万１，６２９平方㍍土 地

２８万９，０５９平方㍍建 物

３５億４，８０６万円現 金
基金など

１０万９，３３０平方㍍土 地

１０億 ４０１万円債権など
そ の 他

６万４，３０５平方㍍土 地


